
第 59回 十字軍の時代② 

 

１ 十字軍の迷走 

 

 

 

＜第４回十字軍＞ 

・教皇（           ）は、エジプトを攻めるために十字軍を結成した。 

→海上輸送を担当した（          ）の策略で、なぜかビザンツ帝国の

都（           ）を攻撃し、占領してしまった。 

 →十字軍は（        ）を建設して、周辺を支配した。 

 →ビザンツ帝国側は、ニケーアなどに逃れて抵抗し、1261 年にコンスタンティノ

ープルを奪回したが、ビザンツ帝国の衰退は明らかとなった。 

 

 

 

 

 

 

＜第５回十字軍＞ 

・神聖ローマ皇帝（        ）が、強引に十字軍を結成させられた。 

    →交渉によって平和的にイェルサレムを回復することに成功した。 

 

＜第６回、第７回十字軍＞ 

・フランス王（       ）は、第６回でエジプト、第７回でチュニスを 

攻めた。 

    →第６回では捕虜となり、第７回では王が病死してしまい、失敗に終わった。 

            

                    

                

               

                         

        

             

  

                                       

 

 

                              

・第３回十字軍の失敗後、十字軍は迷走をはじめ、第５回十字軍で交渉によって一

時的に成功した以外は全て失敗に終わった。 

 

教皇インノケンティウス３世            ヴェネツィアのダンドロ              ヴェネツィアの略奪品 

ルイ９世 
熱心なカトリック信
者であったため、聖
王ルイ と呼ばれ
た。第 63 回と合わ
せて勉強しよう。 

史上最強のローマ教
皇である。「教皇権は
太陽、皇帝権は月」と
述べ、破門を連発し
た。しかし暴走する十
字軍をコントールでき
なかった。 

ヴェネツィア共和国
の統領ダンドロは、
当時 95 歳で失明し
ていたにもかかわら
ず、自ら十字軍を率
いてコンスタンティノ
ープルを攻めた。 

この時コンスタンティ
ノープルで略奪され
た財宝は、現在もヴ
ェネツィアで保存され
ている。特にサン=マ
ルコ聖堂にある４頭
の馬が有名である。 

第５回十字軍 
フリードリヒ２世（左）
とアル=カーミル（右）
の握手。フリードリヒ
２世はシチリア島出
身であり、イスラー
ム文化に理解が深
かった。                    



２ 十字軍の終了とその他の十字軍 

 

 

 

 

・聖地奪回のための十字軍以外に、巡礼者を保護するための（        ）も

結成された。 

・また少年十字軍のように、悲劇的な結果に終わる十字軍もあった。 

（         ）…第１回十字軍の際にイェルサレムで結成された。 

キプロス島→ロードス島→マルタ島と本拠地を移していった。 

（         ）…1119年、イェルサレムで結成され金融業で富を手にした。 

（         ）…1189 年に結成され、エルベ川以東の（       ）

で中心的な役割を果たし、広大なドイツ騎士団領を築いた。 

            →1525年、プロイセン公国となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 十字軍の影響 

 

 

 

(1)十字軍の失敗は、提唱者である（       ）の権威を大きく下落させた。 

 また十字軍に参加した諸侯や騎士は、その多くが土地を獲得できずに没落した。 

 →そのためイギリスやフランスなどでは、（     ）の権威が増加していった。 

 →後に（      ）が成立する要因のひとつとなった。 

 

(2)十字軍によって、（         ）や（       ）の文明と接触した。 

 →イタリアを中心に、（       ）が起こる要因のひとつとなった。 

 

(3)十字軍の輸送を受け持ったイタリアの諸都市は、イスラーム世界と（      ）

を行うようになり、大いに繁栄した。 

・1291 年、シリア沿岸の（       ）が陥落し、十字軍は全ての占領地を

イスラーム勢力に奪還された。 

 →これにより、十字軍の時代は事実上終了した。 

 

・十字軍による聖地の奪回は失敗したが、この十字軍がその後の西ヨーロッパ世界

に与えた影響は大きかった。 

ヨハネ騎士団の本拠地                      ドイツ騎士団                    少年十字軍 

シリアに残るクラック
=デ=シュヴァリエは、
ヨハネ騎士団の本拠
地であった。シリアの
内戦でボロボロにな
る前に行くべきだっ
たか…。 

このドイツ騎士団
が、後にプロイセン
へと発展していくこ
とになる。 
なおドイツ騎士団
は、慈善団体として
現在も続いている。 

多くの少年・少女が
集まったが、奴隷商
人にだまされて売ら
れてしまった。 
『ハーメルンの笛吹
き男』の元ネタとい
う説もある。 


